
16広報まつしま

 　 　

 　 　

文
化
財
で
見
る
松
島
の
歴
史

 　 　

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
奮
闘
中
！

　

10
月
９
日
に
利
府
町
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た

二
市
三
町
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
合
同
ス
ポ
ー
ツ
大

会
に
、
松
島
町
の
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
12
名
が
参

加
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
運
動
会
」。

普
段
は
仲
良
く
交
流
し
て
い
る
他
サ
ー
ク
ル
と
も
こ

の
日
ば
か
り
は
敵
同
士
と
な
り
、
玉
入
れ
や
二
人
三

脚
、
リ
レ
ー
な
ど
で
真
剣
勝
負
を
し
ま
し
た
。

　

競
技
の
後
は
参
加
者
全
員
で
ダ
ン
ス
を
し
、
楽
し

く
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
の
活
動
や
派
遣
に
関
す
る

　

問
合
先

　

教
育
課
生
涯
学
習
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
１
４←ジュニア・リーダー「紙ひこうき」

　紹介ページ（町HPにリンクします）

「
文
化
財
探
検
隊
☆
セ
タ
シ
マ

ク
エ
ス
ト
！
」を
開
催
し
ま
す

　

小
中
学
生
向
け
日
本
遺
産
見
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
セ

タ
シ
マ
ク
エ
ス
ト
」（
松
島
会
場
）
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

●
日　

時　

３
月
23
日
㊏
午
前
10
時
〜
正
午

●
内　

容　

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
挑
戦
し
な
が
ら
、
日
本

　
　
　
　
　

遺
産
（
雄
島
・
観
瀾
亭
）
を
探
検
し
ま
す
。

※
当
日
は
通
常
非
公
開
の
伊
達
家
ゆ
か
り
の
文
化
財

　

を
限
定
公
開
し
、
間
近
に
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
！

●
定　

員　

小
・
中
学
生
10
名　

※
保
護
者
の
参
加
も
可
能
で
す
。

●
参
加
費　

１
人
１
０
０
円
（
保
険
料
）

●
申
込
締
切　

３
月
８
日
㊎

●
申
込
方
法　

①
参
加
者
氏
名（
ふ
り
が
な
） 

②
年

　

齢　

③
学
校
・
学
年　

④
性
別　

⑤
住
所　

⑥
電

　

話
番
号　

⑦
当
日
の
緊
急
連
絡
先（
電
話
番
号
）を

　

記
入
し
て
メ
ー
ル
で
申
し
込
み

※
①
〜
④
は
参
加
者
全
員
分
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

s.gakusyu@
to
w
n.m
atsushim

a.m
iyagi.jp

●
問
合
先　

教
育
課
生
涯
学
習
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
１
４

た
。
火
起
こ
し
体
験
ブ
ー
ス
で
は
火
が
つ
く
た
び
に

歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
勾
玉
作
り
や

縄
文
レ
プ
リ
カ
作
り
、
縄
文
ス
ク
ラ
ッ
チ
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
作
り
の
ブ
ー
ス
で
は
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
世

界
に
１
つ
し
か
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
を
つ
く
り

あ
げ
て
い
ま
し
た
。

春
日
Ｐ
Ａ
歴
史
体
験
祭
り
を

開
催
し
ま
し
た
！

　

三
陸
自
動
車
道
沿
線
の
３
市
３
町
（
多
賀
城
市
・

塩
竈
市
・
東
松
島
市
・
七
ヶ
浜
町
・
利
府
町
・
松
島

町
）
と
宮
城
県
道
路
公
社
が
連
携
し
て
実
施
す
る
春

日
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
歴
史
体
験
祭
り
が
９
月
18
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
４
年
ぶ
り
の
開
催
で
し
た
が
、

町
内
外
の
多
く
の
皆
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し

二
市
三
町
縄
文
土
器
作
り
教
室

　

８
月
26
日
・
９
月
30
日
に
二
市
三
町
縄
文
土
器
作
り
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
二
市
三
町

（
塩
竈
市
・
多
賀
城
市
・
七
ヶ
浜
町
・
利
府
町
・
松
島
町
）
在
住
の
小
学
生
親
子
を
対
象
と
し
た
縄
文
土
器

づ
く
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
今
年
度
は
50
名
を
超
え
る
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。
（
内
松
島
町
は
５

組
11
名
）

　

こ
の
教
室
で
は
縄
文
時
代
の
作
り
方
に
な
ら
っ
て
、
円
盤
状
の
底
を
作
っ
て
か
ら
粘
土
紐
を
重
ね
て
い

く
「
輪
積
み
法
」
で
土
器
の
形
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
８
月
に
作
っ
た
土
器
は
約
１
ヶ
月
間
乾
燥
さ
せ
、

９
月
に
七
ヶ
浜
町
の
大
木
囲
貝
塚
公
園
で
、
大
き
な
た
き
火
で
焼
き
上
げ
ま
し
た
。
土
器
を
焼
い
て
い
る

間
に
は
公
園
内
で
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
を
行
っ
た
ほ
か
、
併
設
さ
れ
て
い
る
七
ヶ
浜
町
歴
史
資
料
館
で
七
ヶ
浜

町
・
松
島
町
で
出
土
し
た
縄
文
土
器
の
展
示
も
行
い
、
本
物
の
土
器
に
触
れ
る
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
日
間
の
体
験
を
通
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
縄
文
時
代
や
二
市
三
町
の
歴
史
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
学
芸
員
：
米
城
）

▲粘土紐を指でなでてしっかりくっつけます

▲たき火の暖かさを感じながら
　土器が焼ける様子を観察しました

▲３色綱引きは他を寄せつけない強さでした！

▲大人も汗だくになりながら
　火起こしに挑戦！
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ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

を
開
催
し
ま
す
！

10
月
敬
老
祝
金
贈
呈
者
（
敬
称
略
）

白
寿
お
め
で
と
う

◆
眞
田　

登
美
子　

（
手
樽
）

※
祝
金
贈
呈
対
象
者
は
、
米
寿
は

　

町
内
在
住
５
年
以
上
、
白
寿
は

　

町
内
在
住
10
年
以
上
の
方
で
、

　

誕
生
月
の
初
日
に
松
島
町
住
民

　

と
し
て
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

　

さ
れ
て
い
る
方
と
な
り
ま
す
。

自
立
支
援
医
療
費(

精
神
通
院)

・

精
神
保
健
福
祉
手
帳
の
申
請
に
つ
い
て

　

自
立
支
援
医
療
費
（
精
神
通
院
）
・
精
神
保
健

福
祉
手
帳
の
申
請
手
続
き
（
新
規
・
更
新
）
に
来

ら
れ
る
方
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
書
類
と
、
運
転

　

免
許
証
な
ど
の
身
元
確
認
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

　
　
　
　

 

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

松
島
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
か
ら
の

お
知
ら
せ
！

①
11
月
３
日
㊎

　

内
容
：
瑞
鳳
殿
見
学
（
仙
台
市
）

　
　
　

 

（
J
R
高
城
町
駅
午
前
９
時
集
合
）

②
11
月
12
日
㊏

　

内
容
：
鹿
島
台
互
市
〜
鎌
田
三
之
助
を
訪
ね
て
〜

　
　
　

 

（
J
R
松
島
駅
午
前
９
時
集
合
）

③
11
月
16
日
㊍

　

内
容
：
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
へ

　
　
　
　

の
参
加
（
葉
山
神
社
）

　
　
　

 

（
石
田
沢
防
災
セ
ン
タ
ー
午
前
10
時
集
合
）

④
11
月
23
日
㊍

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
ポ
ー
ル
を

使
っ
て
行
う
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
通
し
て
、
松
島
の
風
光
明
媚
な
景
色
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
♪

●
日　

時　

11
月
16
日
㊍　

●
集
合
場
所　

石
田
沢
防
災
セ
ン
タ
ー

●
行
き
先　

葉
山
神
社

●
内　

容　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

　
　
　
　
　

ス
ト
レ
ッ
チ

●
講　

師　

N
P
O
法
人 

日
本
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

　
　
　
　
　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
協
会
（
J
N
F
A
）

　
　
　
　
　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

●
持
ち
物　

水
分
補
給
の
飲
み
物
（
水
か
お
茶
）　

●
そ
の
他　

ポ
ー
ル
借
用
代
は
無
料
で
す
。
ポ
ー
ル

　
　
　
　
　

を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
申
込
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

          　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

◆
角
田　

洋
子　
　

（
本
郷
）

◆
大
町　

と
み
子　

（
根
廻
）

◆
田
村　

敬
介　
　

（
高
城
）

◆
熊
谷　

榮
壽　
　

（
初
原
）

◆
大
友　

昌　
　
　

（
上
竹
谷
）

i

米
寿
お
め
で
と
う

◆
大
葉　

太
兵
衞　

（
磯
崎
）

◆
鶴
田　

マ
リ
子　

（
松
島
）

◆
櫻
井　
　

一　
　

（
磯
崎
）

◆
岩
本　

弘
子　
　

（
磯
崎
）

◆
小
松　

と
も
子　

（
磯
崎
）

◆
遠
藤　
　
　
　
　

（
高
城
）

　

内
容
：
福
浦
島

　
　
　

 
（
文
化
観
光
交
流
館
午
前
10
時
集
合
）

※
計
画
は
予
告
な
く
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

　

す
。
は
じ
め
て
の
方
は
、
必
ず
左
記
ま
で
事
前

　

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
連
絡
先　

千
葉　

☎
３
５
４
‐
４
２
２
８

　食生活改善推進員会は設立６０周年を迎え、レシピ集を作成

しました。保健福祉センターどんぐりで配布しているほか、地

域の食生活改善推進員会から受け取ることもできます。これま

で調理実習で行ってきたレシピや健康に関する情報を掲載して

おりますので、ぜひご家庭でご活用ください！

～設立６０周年記念レシピ集を配布しています！～

【材料（２人分）】

・生鮭・・・・・・・・・２切れ

・長いも・・・５～６cm（150g）

・薄力粉・・・・・・・・・適量

　　・しょうゆ・・・・小さじ２

　　・酒・・・・・・・小さじ２

　　・バター・・・・・・・10g

・サラダ油・・・・・・小さじ２

・黒こしょう・・・・・・・適量

・小ねぎ・・・・・・・・・適量

＜ さけと長いものバターしょうゆソテー ＞

　今の時期が旬の長芋は、でんぷん消化酵素のアミラーゼやジアスター
ゼを多く含むので、胃もたれ解消にも効果的とされています。調理方法
の仕方によって食感が変わりますので、いろいろな食べ方で味わいま
しょう。

（一人あたり）
エネルギー：２３３kcal
塩分相当量：      １.２ｇ

A

（作り方）
① 鮭はひと口大に切り、薄力粉をまぶす。長いもは皮をむいて１ｃｍの厚さのいちょう切りにす
　 る。Aは合わせておく。
② フライパンにサラダ油を中火で熱し、①の鮭、長いもの両面を焼
　 き色がつくまで火を通す。
③ Aを加えて煮からめ、器に盛って黒こしょう、小ねぎを散らす。


